
電子工作パーツセット

ＩＡＴ
ＣＷトレーナー

ＣＷの受信は、まず耳慣れから！

ポケット収納サイズに出来る
単３電池２本分より小さい基板

コールサインもランダムに発生します。

ご自分の技量に合わせて、
いつでも・・・、どこででも・・・、
ＣＷ符号を楽しんでください

本キットは、基板キットです。

キャリブレーション
（３９４０）

この度は、ＩＡＴ－ＣＷトレーナーをお買い上げ頂き、 誠

にありがとうございます。

本キットを間違いなく完成させるためにも、この組み立て説

明書をよくお読みになった上で組立作業を始められますように

お願いいたします。

本キットは、長年ＪＡＲＬ奈良県支部の製作講習会で設計・

サポートをされています、ＪＡ３ＩＡＴ 又吉 昭氏の設計で、

商品化の許可を頂きました基板キットです。

ケース、スイッチ、イヤホン、コネクタ等は、ご自分の仕様

に合わせて準備をしてください。

■ 特 長
■ＰＩＣマイコンを使用し、部品も少なく設計し
ています。

■ポケットに入る大きさに収納できる基板サイズ
にしています。単３電池２本のスペースに納める
ことが出来ます。

■電源は３Ｖから５Ｖで消費電力も押さえていま
す。

■部品表
部品名 仕様/規格 数 備 考

ＰＩＣ １６Ｆ６４８Ａ １ プログラム済

Ｄｉ １ＳＳ９７ １ 同等品

Ｔｒ ２ＳＣ１８１５ １

抵抗 １ｋΩ １

５.１ｋΩ １

１０ｋΩ ２

集合抵抗 ４７ｋΩ １ ８素子

半固定ＶＲ １ｋΩ １

コンデンサ ０.１μＦ ２ １０４

４.７μＦ ２

プログラム １６進 ２

ＳＷ

ＬＥＤ ３Φ 赤 １

ＩＣソケット １８ピン １
ヘッダピン １０Ｐ １ オス

プリント基板 専用 １

■ 回路図
別紙に回路図を添付します。

■ 製作
図１にプリント基板部品実装図を示します。

（１）プリント基板のランド間が狭い所が有りますので、

ショートには充分注意をしてハンダ付けをしてください。

（２）基板へ部品を取り付ける順序として、高さの低い物から

取り付けるとやりやすいのですが、プリント基板の部品取り付

け面に部品の印刷が有りませんので、今回は、まずジャンパー

線をハンダ付けし，ＰＩＣのソケットを取り付けると部品の配

置が決めやすいです。

ジャンパー線は、コンデンサを基板に差し込み、余分な部

分を切り取り使用してください。

ジャンパー線を忘れずに

（３）パターン面に光を当てて、部品面から確認しながら部品

をハンダ付けしてください。

（４）収納ケースの形状により、抵抗の足の折り曲げての取り

付けは、ＰＩＣを取り付けた高さ以下にすると、収まりやすい

仕上げになります。

（５）集合抵抗の取り付けは、マーク形状を確かめて取り付け

てください。

（６）ＩＣソケットを基板に差し込むとき、及びＰＩＣを取り

付けるときは、足を少し内側に曲げ、形を揃えて慎重に取り付

けてください。 ただしＰＩＣは静電気に弱いので、何か金属

に振れてから取り扱ってください。

（７）出力端子はピンヘッダを、必要な数に切り、取り付けて

ください・。

部品の取り付けが完了したら、いきなり電源を
投入せずに、先ずハンダ不良やハンダショートが
ないか、ＩＣ、電解コンデンサー、ダイオードの
向きに誤りがないか、よくチェックしてください。
動作不良の９０％がハンダ付け不良です。

■ケースへの収納
（１）各端子に必要な配線をしてください。

（２）基板以外に押しボタンＳＷ、電源用ＳＷ、イヤホンジャ

ック、配線材が必要です。

（３）基板をケースに取り付けるには、厚めの両面テープを使

用してください。

取り付ける前に必ず動作確認をしてください。

（４）小さなケースに収納する場合、先に基板端子に配線をし

て、基板を固定する方がやりやすいかもわかりません。

■ 使用方法
本機の電源範囲は、３Ｖ～５Ｖで、３Ｖ電池で動作をします

（１）プログラムＳＷは２個有ります。 Ｓ１はスピードの選

択、Ｓ２は、符号の選択をします。（裏面に設定表）選択には、

小型のマイナスドライバーが有るとやりやすいです。

（２）電源ＳＷをＯＮにした時のみ、英文の場合「ー・・・－」

和文の場合「ー・・－－－」の符号に続いて、２つのプログラ

ムＳＷで選択された符号を５文字ずつランダムに繰り返しま

す。符号に併せてＬＥＤが点滅をします。符号の途中でプログ

ラムＳＷを切り替えると新しい設定に変わります。但し文字数

は前の設定（５文字）です。

（３）Ｓ２でコールサイン（Ｆ）を選択していた場合、及びＳ

Ｗ－ＰＢを押しながら電源を入れた場合、「ー・・ ・」に続い

て、・Ｊ＊＊，７＊＊で日本で割り当てられているコールサイ

ンをランダムに作成します。

符号の局と免許の関係は一切有りません。単にランダムな組

み合わせです。 ＳＷ－ＰＢを押すと次のコールサインになり

ます。

（４）「ー・・・－」「ー・・－－－」「ー・・ ・」の各符号は、

電源をＯＮにしたときにしか出ませんが、設定を忘れていた場

合の符号と考えてください。

（５）イヤホンの音量は、ＶＲで調整をしてください。

図１ 部品実装図



■ プログラムＳＷ１（スピード）設定表
Ｓ１設定値 スピード（文字/分）

０ １０

１ １５

２ ２０

３ ２５

４ ３０

５ ３５

６ ４０

７ ４５

８ ５０

９ ５５

Ａ ６０

Ｂ ７０

Ｃ ８０

Ｄ ９０

Ｅ １００

Ｆ １１０

■ プログラムＳＷ２（文字範囲）設定表
Ｓ２設定値 文字範囲

０ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

２ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

３ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ

４ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

５ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９

６ ． 、 ： ” ’（ ）

／ ＝ ＋ － ？ ＠

７ Ａ ～ Ｚ

８ Ａ ～ ９

９ 英文すべて

Ａ ヲ ア イ ウ エ オ カ キ

ク ケ コ サ

Ｂ シ ス セ ソ タ チ ツ テ

ト ナ ニ ヌ

Ｃ ネ ノ ハ ヒ フ ヘ ホ マ

ミ ム メ モ

Ｄ ヤ ユ ヨ ラ リ ル レ ロ

ワ ン ゛ ゜

Ｅ 和文すべて

Ｆ コールサイン

収録和文記号
長音 －
区切り点 、
＊カッコ（下向きカッコ） （
＊カッコ（上向きカッコ） ）
＊段落（カギカッコ 」

＊和文の受信について、余分な事かも？？に書いています。

■ 仕様
ＰＩＣマイコンコントロール ＣＷトレーナー

動作電源電圧 ： ３Ｖ ～ ５Ｖ

消費電流 ： ２ｍＡ

基板寸法 ：４０×２８ｍｍ

モールス通信符号について。
アマチュア無線の上級国家試験でも電気通信術の送受信試験

が行われなくなりました。

このＩＡＴーＣＷトレーナーは英文を主体に開発を行い、必要

と思われる符号と記号をプログラムしています。

モールス符号そのもの、Ｑ符号、省略符号、未収録の記号は、

色々なサイトや書籍で発表をされていますので、参考にして覚

えてください。

国家試験では、下記の符号が使用されていました。

英文
これから電文を送ります。 ・・・・ ・－・
本文 ＢＴ（英文です） －・・・－
終了 ＡＳ ・－・－・
訂正 ＨＨ ・・・・・・・・

和文
これから電文を送ります。 ・・・・ ・－・
本文 ホレ（和文です） －・・－－－

終信 ・・・－・

（訂正）

和文の受信について、余分な事かも？？
昔の日本語はページの右側から縦に文字を書いていました。

和文の受信も同じで縦に書いていました。従って符号の表記で

は、下向きカッコ、上向きカッコ、段落と言う言葉でした。

今では、横書きがほとんどで、段落はパソコンに有りません。

カギカッコという物を当てています。

プログラムは公開をしていません。
※部品は状況により仕様、形状が異なる場合があります。ご了承下さい。

●製造 キャリブレーション
〒７２１－０９５５ 広島県福山市新涯町１丁目１９-１５

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０８４－９５４－０３２１

http://calibration.skr.jp

●開発・設計 ＪＡ３ＩＡＴ 又吉 昭 が行いました。

●共同テストは、キャリブレーションサポーターズ

完成基板の写真です。



ＩＡＴ ＣＷトレーナー 回路図
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